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 要 旨 

背景： 

アジアの飲酒関連疾患と違法性のドラッグの使用について、不安障害とのリスクは十分

に分かっていない。 

方法： 

2008 年のタイのメンタルヘルス調査の対象者 17,140 人を対象として、大うつ病、不安

障害、飲酒関連疾患に Mini International Neuropsychiatric Interview (MINI)を用い

て分類した。また過去一年の違法性薬物の使用についてインタビューした。 ロジスティ

ック回帰モデルを用いて（a）アルコール関連障害が大うつ病と不安障害に関連するかど

うか、および（b）違法性薬物がこれらの関連を増加させるかどうかを調査検討した。性

別、年齢、結婚歴、領域、および教育レベルが有意に大うつ病と不安障害と関連すること

が見出され、回帰分析において考慮された。 

結果： 

一般集団と比較して、アルコール使用障害者は大うつ病性障害にかかるリスクは非常に

高く、(男性 OR 2.49, 95%CI 1.76-3.53、女性 OR 4.09, 95%CI 2.31-7.26)で、不安障

害もまた増加した(男性 OR 2.21, 95%CI 1.46-3.36、女性 OR 4.34, 95%CI 2.35-8.03)。

アルコールと違法薬物を両方使用する群では大うつ病性障害(男性 OR 3.62, 95% CI 

1.64-8.01、女性 OR 11.53, 95%CI 1.32-100.65)、不安障害（男性 OR 3.20, 95%CI 

1.36-7.51、女性 OR 13.10, 95%CI 1.48-115.60)でより高いリスクがみられた。 

結論： 

アルコール使用障害は大うつ病と不安障害と強く関連していた。違法薬物の使用が、特

に女性では、これらの関連を高める上で重要な要因であった。抑うつ、不安障害、違法薬

物使用のスクリーニングは、飲酒関連疾患患者において実施されるべきであろう。 

 


